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侶 はじめに  

前回のOR学会で，多目的マルコフ決定過程（MMDP）の解法のためのアルゴリズムについて報告した．  

今回，そのソフトウェアの開発を行ったので報告する．   

MMDPのためのアルゴリズムは，すでにいくつか提案されている．  

（1）Viswa n a t h a n e t al．〔5】．Nov a k【3】は，MMDPを多目的LP問題として  

定式化してこれを解いた．  

（2）Whit e＆Kim［6】は，MMDPが特殊な構造をもつ部分的観測MDP と同等であること  

を述べ，部分的観測MDP のためのアルゴリズムにもとづいた解法を示した．  

（3）古川〔1】，Th oma s【4】，伊昏＆古川〔2］は，MMDPのための政策反復法を考秦し，確定  

的定常政韓の中から最適なものを求めた．  

（4）涌田〔7］は，（3）の政策反復法を改良し，一般の政策の中から最適な確定的定常政務を求めた．  

最初に政策反復によって最適政策の候補を絞り，次に最適性を特徴づける線形不等式系をフーリエ消去法  

で解いて最適解を求めた．  

（5）涌田＆外川［8〕は，涌田【7］ 

可能なものとした．   

MMDPのためのアルゴリズムとしては，上記の多目的LP法と（多目的版）政策改良法が有効である．  

油田＆外川［8】は，従来のアルゴリズムにおける次の欠点を解消している．  

。多目的LP問題として定式化する場合は，正の初期分布を与える必要がある．しかし，これによって得  

られる非支配解の集合は通常のMMDPの解より小さい集合である．我々の方法は，すべての初期状態に  

ついて最適な通常のMMDPの解を得ることができる．  

。これまでの政蹄改良法では，止述のように確定的定常政丼の中だけから最適解を求めている．したがっ  

て，一般の政繹を考慮に入れると最適解でないものも解として得られる可能性がある．我々の方法では。  

それは解から排除される．  

2。アルゴリズム  

Ph a＄⑳ヨ（政策反位）  

吼，〝三0‥n回の政策反復を通して，他の政策に支配されない政策の集合  

禿，乃三0：n回の政策反復を通して，他の政策に支配される政策の集合  

とする．  

1・亀当町叫とおき，メ∈m8を任意に選ぷ・   

2・エ∈m。に対して，Jム（り，ほ∫を求める・  
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3・」ムき（g∈（口。＼吼＿lU吾＿l））陀一丁ゑ≧0）  

JえーJ史≦0）  ちと（g∈（nβ＼岬〝＿，∪た＿l））   

㌦≡（g印㌔＼（E〃∪朋昭一攻＝0）   

を定める．  

4・」人≠中ならば・  

E〃＝E〃＿いた亡た＿lU旦ん∪㌦  

とおく・L．1∈AJLを選び・Step 2へ戻る・  

月差＝中ならば・  

且巳β〃＿．∪㌦，た＝吾●lU旦ん   

とおく・L．1∈（nD＼（EnUFL））を選び，S t ep 2へ戻る・  

5・EnUFL＝r7。となったら手続きを停止する・E●コE”とおいてPhaseIIへ行く．  

Ph a s ell（最適性の判定（a））   

E：最適な確定的定常政策の集合とおく．  

1・各g∈E●に対してエア（ち）を解いて最適かどうか判定する・その結果，Eの部分集合E■がも  

とまる．  

Ph a s e‖）（最適性の判定（b））  

1．各g∈（E●＼且っに対してエ♪（U．），…．リエア（ぴ〃）を解いて最適かどうか判定する．その結果E  

がもとまる．   
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